
平成30年度MVW総合サポート株式会社　教育研修・人材開発研修計画 作成者：吉岡正恒(研修部担当)

    作成日：平成30年3月7日

研修名称及び内容説明

介護支援専門員試験対策講座(平成２９年５月開校予定)

※講師：小川所長/佐藤所長(メディカル南部/メディカル諏訪)

● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

● ● ●

● ● ●

● ● ●

● ● ● ● ●

● ● ● ● ●

研修日程
NO
1
2
3
4
5
6
7
8
9
10
11
12
13
14
15
16
17

担当：宮原氏　試験会場：未定

担当：宮原氏　試験会場：未定

担当：宮原氏　試験会場：未定

担当：宮原氏　試験会場：未定

担当：宮原氏　試験会場：未定

担当：吉岡氏　試験会場：未定

担当：吉岡氏　試験会場：未定

担当：吉岡氏　試験会場：未定

担当：吉岡氏　試験会場：未定

担当：吉岡氏　試験会場：未定 ※研修事業の実行委員

担当：森山氏　試験会場：未定

担当：森山氏　試験会場：未定

担当：森山氏　試験会場：未定

一般研修21＋専門課程8＋スター試験13＝平成30年度計42本+3教室実施予定

6/26

部門別研修会

専門職(主に医療系)

●

6/29

●

専門課程(摂食嚥下)

教室(介護支援専門員試験対策講座) ●● ●

●

1回目

3/22

● ● ●

●

講習名/日程 1回目 3回目

専門コース2

介護福祉士試験対策講座(平成２９年６月開校予定)

言語聴覚士歯科衛生士

6/29 9/25 12/11

内容 事業説明 進捗状況 最終発表会

7/20

※研修の内容や日程につきましては、本年度特に他行事との兼ね合いや、講師の都合等により一部変更になる可能性もありま
す。変更の際は事前にお伝えしますので予めご了承ください。

10/12

6/12

小川・佐藤先生

120分

18回程度/半年

7/10

吉岡先生 120分

120分

120分

別途参照

別途参照 120分

研修事業の実
行委員でロー
テーション

森山先生 120分

120分

120分

9/194/24

立会/司会

2回目

事業所別研究 2/13

3月

サービス・スター試験(☆☆☆☆)

ケア・スター試験(☆☆☆☆)

ケアマネ・スター試験(☆)

10/26

ケア・スター試験(☆☆☆)

ケアマネ・スター試験(☆☆☆)
ケアマネ・スター試験(☆☆)

10/23
ケア・スター試験(☆☆)
ケア・スター試験(☆)

3/5

1/11

1/16

社内　　　　認定　　　　　試験

サービス・スター試験(☆)

サービス・スター試験(☆☆☆)

5/18

9/19

9/25

●●

サービス・スター試験(☆☆)

10/5看① 11/9看②

●

11/16

専門職別研修会 8/24ﾘﾊ②

●

8/28

4/24

7/10ﾘﾊ①

120分8/22訪 9/21小7/18通

ケアマネ・スター☆対策講座

ケア・スター☆・☆☆対策講座

2/8☆12/17☆☆

2/20☆

2/22

戸村先生

宮原･中岡先生

12/4☆☆

サービス・スター☆・☆☆対策講座

ストレスケア講習会 9/14

10/15個人情報／プライバシー保護研修

安全管理研修 6/14 宮原先生 120分

11/27

吉岡先生

感染症/食中毒予防・まん延防止研修 120分木下先生

120分

時間1月

身体拘束/虐待廃止研修 5/29

認知症総合研修 4/20
8月研修名 4月 5月 6月 7月 講　師9月 10月 11月 12月 2月

訪問/通所事業所社員

ケアマネジャー

主任

所長・所長級以上

はじ研講師/社内講師等

小規模多機能/入居系事業所社員

教室

歯科医師

入社1年未満

9 専門コース1

経験・職責・資格・サービス種別等を目安にした推奨研修

教
室

（
介
護
支
援
専
門
員

）

教
室

（
英
会
話

） 英会話教室(講師の調整が取れ次第発信します。)※平成30年3月時点で選択不可

入社1年以上3年未満

平成30年度MVWグループ教育研修計
画の特徴として、基幹研修(法定研修)
の充実、つまり原点に戻って基礎研修
を網羅したことが挙げられる。また専門
課程の分野においては、現在診療報酬
等でも注目集めている摂食嚥下関連を
新設して、｢口から食べ続ける｣ことの
重要性を説く。更に4年ぶりに事業所別
研究を実施して、年間を通した全事業
所の取組みを確認していく。その他新
設研修として、部門別研修と専門職別
研修を準備して、敢えて縦割りの部分
に注視していく。30年度は介護報酬改
定の年でもあり、部門毎に情報交換す
ることと、主に医療技術や知識の習得
を目指して開催することとした。最後に
教室部門においては、英会話を新設予
定として職員の教養を深めたり、近未
来的に事業の一助となることも視野に
挑戦してみる。

医師 看護師

8

個
人
情
報
／
プ
ラ
イ
バ
シ
ー

保
護
研
修

サ
ー

ビ
ス
・
ス
タ
ー

☆
・
☆
☆
対
策
講
座

(

一
般
常
識
・
接
遇

)

ケ
ア
・
ス
タ
ー

☆
・
☆
☆
対
策
講
座

(

介
護
知
識
基
礎

)

ケ
ア
マ
ネ
・
ス
タ
ー

☆
対
策
講
座

（
ケ
ア
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
基
礎

）

ス
ト
レ
ス
ケ
ア
講
習
会

NO 1 2 3 4 105 6 7 14 15 16

葬儀関係者ソーシャルワーカー

専門職別研修

リハビリ職

終末期～ターミナルケアの理論と実際～

11
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(
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期
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事
業
所
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究
発
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企
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1312

4回目

12/11

バイタル 藤原　祥一朗

3/12

1/22
3/15

120分

講師なし 120分

吉岡先生

別途参照

20回程度/半年

別途参照

ウェル 宮原　克也

サービス・スター試験(☆☆☆☆☆)

ケア・スター試験(☆☆☆☆☆)

専門課程(終末期)

事業所研究発表企画

教室(介護福祉士試験対策講座)

教室(英会話講座)

メディカル 森山　友意
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修
名
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知
症
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合
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体
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束
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症
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防
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防
止
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修

安
全
管
理
研
修

専
門
職
別
研
修
会

部
門
別
研
修
会

教
室

（
介
護
福
祉
士

）

2回目 3回目 4回目

1/29

管理栄養士

※講師：吉岡取締役事業部長(バイタル)

1回目 2回目

情報共有/課題解決に向けて(案)

3回目

1回目

11/16

摂食嚥下コース～口から食べ続けることの重要性～

民間企業におけるセラピストの活躍(案) 地域包括ケアシステム関連

看護職 在宅介護における看護師の役割(案)5/18 8/28

2回目

部門別研修

1回目 2回目 3回目

7/18 8/22 9/21

訪問介護

藤原先生

通所介護 小規模多機能

本田(鷹)先生

2/13

1/29

3/22

M V W 主 催 研 修

教 室

〇対象者・・・リハ職・看護職

〇テーマ、目的・・・グループ内の横の繋がり強

化と専門的な講座

〇講師陣・・・ファシリテーター・専門職(予定)

〇回数・・・各2回/年

〇場所・・・各研修会場

〇費用・・・講師報酬等

専門職別研修

〇対象者・・・各事業別職員

〇テーマ、目的・・・介護報酬改定後のフォロー

〇講師陣・・・各事業内容の知識に長けた職員

〇回数・・・各1回

〇場所・・・各研修会場
〇費用・・・講師報酬等
○備考・・・通所介護～アウトカム評価等、訪問介護～サ責や登録介護員へ教育
体系 小多機～あるべき小規模多機能像の共有

専 門 課 程

事業所別研究

部門別研修

〇対象者・・・基本的に事業所より選出

〇テーマ、目的・・・業務改善について切磋琢磨

〇回数・・・3回(内容は上記参照)

〇場所・・・各研修会場
〇費用・・・ファイナリストへの報奨等
〇備考・・・随時報告


